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介護用ベッド
ジャストベルグランド

組み立て･分解説明害

ジャストベルグランド　KPL-63A-ML
KPL-63A-MD

キャスク　　　　　　　KPLC-001 (別売晶)

●組み立て･分解の前に､この説明書をよくお読みのうえ正しく行ってく

ださい｡

●組み立て･分解説明書は､お読みになったあと大切に保管してください｡

●他の方にお譲りになる場合は､この組み立て･分解説明書も一緒にお渡

しください｡
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介護用ベッドをお使いになる人や､周りの人への危害や損害を未然に防ぐための安全上の注意

事項です｡よくお読みのうえ､必ずお守りください｡

園｢△注意｣の意味

△注意 ��
取り扱いを誤った場合､人が傷 丼�/�X�*H�)Eﾉ�ｸ.)Z�4����害の発生が想定される内容を示し 

ます○ �� 

臆｢図記号｣の意味

◎ ���
禁止を示します. �.(,�,H*(+ﾘ+�*ｸ+ﾘ*(+�,h/�麌+X-ﾈ+r��

騒闘醒△注意 
電源は交流100Vのコンセントを 傴為駢�6��ｸ6ﾈ5�,ﾚH8ｨ984�,ﾈ�8/��

使用する○ �,ｨ+8,�*(�ｲ�

0火災の原因になりますo ��ﾔｧCｩU�Hｽ靆｢�
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輩覇軽輩輩輩薫三遷≡
ヘッド側ボトムフット側ボトム 

リモコン固定ボトムパネル ボード 

･､∴∵ 

サイトフレーム∴∴ 

電源プラグ 

:/ 

ヤストベルグランドの櫛包は7つに分かれています.脚ギヤスタ(別売品) 付け前に部品の数を確認してください. 

1m 

昇降用ハーネス oO ヽ---〟 躍��

__一一二 

ハーネスクリップ 

ヘッド側､フット側の区別はありません. 

営パネル獲88888ー 

縁=DC『 ㊤e e⑮ 2枚:へツ国別､フット側の区別はありません○ 

○ ��

-葛 

サイドフレーム軸受け金具 

(左)臨｡〇m/o/′｡『｡冊｡6J.｡ � 

＼ニ/閤＼ 
(右)○陪『＼､＼軒〒刊 

あたまボトム固定用ネジ穴あし 

4



ヘッド側ボトム固定ボトムフット側ボトム 

のSSSSSii雪董j一一〇 �(��- 

鰭 刪� 
- �- 

ランバーボトム 

=寒 

■〇° 

アクチエ三三醗プラグ鶉務 

lL 電源コード リモコン 圃 ��h8H5�5竕¥ｩHIV著咤�

ギヤスタ㊥㊥ 

(ストツパ付2ケ)(ストツパ無し2ケ) 

ワ;嵩③ 

5



｢記醍車重膏轟重三三三輩

回設置場所について
ベッドの設置場所は､以下の点を考慮してください｡

●車イスをご使用になる場合のスペース

●介護する方がベッドの周りで介護するためのスペース

●水平な床

●ベッドの使用に耐えられる床の強度

6回D
●製品を落としたり､物(こぶつけたり､上に物をのせたりしないでください｡破綻の原因になり

ます｡

●作業は必ず2人以上で行ってください｡

●サイドフレームの矢印部分が曲がると､

組み付けづらくなりますので､運搬や組

み付け時は取り扱い(こ注意してください.

回ギヤスタ(別売品)の組み付け
(ギヤスタを使わない場合は､この作業は不要です)

･キヤスタ取付用穴 

ワッシャ(2枚) 

｣ワッシャ(2枚,叔｣主立L 
(ストツパ無し) 手等禁固 (ストツパ付) 

対角線に取り付ける 

S高三パ 

1.ストツパ付きギヤス曳(2ケ)とストツパ

無しギヤス負(2ケ)を対角線に配置する｡

2｡ギヤスタのネジ蔀にワッシャ2枚を入れる｡

3.ヘッド･フットボードのギヤスタ取付用

穴にキヤスタを入れ､キヤスタに同梱の

スパナ(サイズ18)でしっかり締める｡

お願い

ベッド周辺にギヤスタのストツパを掛けられ

るスペースを確保してください｡
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団ボードとサイドフレームの組み付け　　　ノ･

お願い

●湿気がこもらないように､壁から5cm以上離して設置してください｡

｡床の物質(こよっては､ベッドの設置面が傷つくことがありますので､床面を保護してくださLl｡

ボードあたまあし 

①② 
881-Mi,ー-IHI音看 

ヽrコーPコlFieLJ 

④~土工上空二~③ 

滝部 

Cl 

↓ピンサイドフレーム 

〟,.,臥ポ_ド 

①② ��
一口ー~{1- ���

ヽFiRRβ]ー 

④③ 

サイドフレーム 

ボード 

∴令_ 
固定ネジ ��

囲

1,サイドフレームの長さに合わせて､ボー

ドを配置する｡

※サイドフレームは､ ｢あたま｣印をヘッ

ド側､ ｢あし｣印をフット側に置く｡

ボードには､ヘッド側､フット側の区別

はありません｡

2.サイドフレームの海部をボードのピンに

番号順(①-②-③-④)に差し込む｡

3.アクチュエータに同櫛の固定ネジを番号

順(①-②-③-④)に締めて､ボードと

サイドフレームを固定する｡

お願い

固定ネジは確実に締め付けてください｡ベッ

ドのガタツ手や故障の原因になります｡



回リンクの組み付け

gerV: 

(サイドフレーム内側) 

背上げシャフト 

､.この溝を合わせる 
ノー`(切り溝) 

C) 

~ー~ピンlO 

サイドフレーム 

軸受け金具サイドフレーム 

a 
_-/爺:董妻妾;- ��

uQFう､匿署′＼-RFl ��

( �486�7H8ﾈ�ｸ8�>��B��⑤ 

かかと上げシャフト. 

､.この溝を合わせる 

(切り溝) 
(⊃ 

一一一ピンIO 

サイドフレーム 

軸受け金具サイドフレーム 

2.背上げシャフトの切り溝をサイドフレーム

軸受け金具のピンに合わせて差し込む｡

(背上げシャフトが差し込みにくい場合は､

サイドフレームを外側に押しながら差し込

む)

お願い

背上げシャフトをサイドフレーム軸受け金具

に取り付けるときに､手や指をはさまないよ

うに注意してください｡

3.リンクをゆっくり倒しながら､かかと上げ

シャフトの切り溝をサイドフレーム軸受

け金具のピンに合わせて差し込む｡

(かかと上げシャフトが差し込みにくLl場

合は､サイドフレームを外側に押しながら

差し込む)

お願い

かかと上げシャフトをサイドフレーム軸受け

金具に取り付けるときに､手や指をはさまな

いよう`こ注意してください｡
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4.背上げアームとかかと上げア｢ムを開く｡

回アクチュエータの組み付け

9F 
R 

o 刄wッド側｢ー~一骨卜側 ���*�+R�

u昌静乍世襲日冊/ 

ノファットクリップ 

.- ′ジョイント 
○○ 

↑① 

連結ピン(楚) 
星置ノ 

o �4�8ｨ6(7hｼ�+�YB�× 

_壬±I 
===要=二ここ≡ 

二二二gごっこ �� 
一一章二J 

連結ピン ��

9

1.アクチュエータを左図の位置に置く｡

2.アクチュエータに同梱の連結ピン(短)を

アクチュエー女のブラケットとジョイン

トの穴に差し込み(図①)､クリップを連

結ピン(鱈)に差し込んで固定する(図②)｡

※クリップを差し込むときは､クリップ曲

げ部を連結ピンの反対方向(外側)に向

けてください｡



o �4�8ｨ6(7hｼ�+�YB�× 

_上島 
≡:二二〇二つに 

二二二g=ニー= �� 
ー｢二二〇 

連語ピン ��

3｡アクチュエー負に同梱の連結ピン(鰭-)を

背上げシャフトの穴とアクチュエータの

ロッドの穴に差し込み(図①)､クリップ

を連結ピン(檀)に差し込んで固定する(図

(②)｡

※　クリップを差し込むときは､クリップ曲

げ部を連結ピンの反対方向(外側)に向

けてください｡
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回ハーネスの接続

闘騒　　　　△注意

ハーネスはリンクおよびサイドフレームの上に通さない｡

◎ ハーネスがはきまり､莞火や異常動作をおこす恐れがあります｡

お願い

破損の原因になりますので､ベッドの組み立てが完了する前に､電源プラグをコンセントに差

し込まないでください｡

リモコンやハーネスを踏んだり､はさんだりしないでください｡

ハーネス接続完成図

リモコン 

リモコン用ハーネス千二 
〇〇〇′nonto � 

:∴｢∴∴ 
嵯童童重量星霜-,9重器王墓=椅 

臆園田重18i国〇百詞書園田i臆! 凾ｭ) 宙���

昇降用ハーネス ◎ 剌ｸ降用ハーネス 電源コード 

昇降用ハーネス※重源コード 

リモコンハーネス-ミミ≡≡≡≡ミラ 

/ 

//i21品 ら 

※リミットスイッチハーネス 

※アクチエエータハーネス 

リミットスイッチハーネス､電源コード､アクチュエータハーネス(上図※印)は､初めから

コネク食に差し込まれています｡

聞



昇降用ハーネスの接続

運搬用固定ピン 

《㊥ 

㊨ ° 

o採､二_- 

))) 昇降用ハーネス 

ボード ��

ノ●

1.ボードに取り付けてある運搬用固定ピン

を900　回して引き抜き､束ねてある昇降

用ハーネスを外す｡

ハーネスクリップ �2〃ハーネスクリップを背上げシャフト(秦 

サイドフレーム一一一一一 凾ｽは､かかと上げシャフト)の下から通 
Q 凾ｵ､ボード(1カ所)､サイドフレーム 

馴_-∴警護｢ ,サイ嵩警嵩＼ �(2カ所)の穴に差し込む. 

i ��

0 i �4�4�6�4xﾔ�ｨ�箞ﾗ駢�6��ｸ6ﾈ5��

-/I 
oH~ho/南｢/○ � 

一二二二二コ � 

li 7 

垂些雲型堅固888漢音星団888888888 
圃量重量重量重量量雪空=重==巴王墓堕 

○"-~一一~hく二二一一一~一一一一一七(竿千早~一一一一一一一一一一~-ー~"-一一~ー-一一一一~し一一一一一乍ナ~一一一~一一-'○ 

③ハーネスクリップの位置③ 

アクチエエー負 

○/9 
I. 

.タラ書 

醐ハ_ネス八三艶酵 

〕 

ヽ ハ-ネス抜け止め 

3｡昇降用ハーネスをアクチュエータのコネ

クタにしっかり差し込み､ハーネス抜け

止めをはめる｡
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リモコンハーネスの接続 ●

1.リモコンハーネスをサイドフレームの下

から通し､アクチュエータのコネクタに

しっかり差し込む｡

回ヘッド側ボトム･固定ボトムの組み付け
お願い

組み付けるときに､手や指をはさまないように注意してください｡

:ゝと_艶坦壁上_坐_ランバーボトム 

リトラクトフレーム ､籍 

､ 8- 

圏 (⊃ 

(⊃ 

ミミ 

リトラクトフレーム ��

･∴∴ 

＼ 

鵜室≡≡ 
｢〇十一一一==∠二二=- ��

ピン ��

※　ひざ上げ機能を解除して､背上げのみで

使用する場合は､取扱説明書の14-15ペ
ージを参照してください｡

※　背ラーク機能を解除して使用する場合は､

取扱説明書の16ページを参照してくださ

い｡

1.ヘッド側ボトムをサイドフレームの上に

置く｡

2｡ランバーボトムを開き､ヘッド側ボトム

のピンをリトラクトフレームに差し込む｡

(2カ所)
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) ○ ) ○ �8ｨ6x8�4�6x7H8ﾈ�ｸ8���ﾈｲ��7892�(良) 畠↓① 一② クリップ 

＼ 

｣匡≡≡〇､ 
i iii 

連結ピン 薬�義 

｣二二L 

Ⅱ �:"�
･S:P 

クリップ曲げ部 �� 

ピン金臭の切り溝 :÷- 侘Y.�6ﾈ5xﾌY.�7ｸ6x8��

- 

- � 

A 

i__________i 

サイドフレーム 

3｡アクチュエータに同梱の連結ピン(良)を

ヘッド側ボトムの穴とリトラクトフレー

ムの穴に差し込み(図①)､連結ピン(良)

にクリップを差し込む(図②)｡ (2カ所)

※　クリップを差し込むときは､クリップ曲

げ蔀を連結ピンの反対方向(外側)に向

けてください｡

4.ランバーボトムを閉じる｡

5.固定ボトムの金具の切り溝をサイドフレ
ームのピンに合わせて差し込み､固定ボ

トムをサイドフレームの上に置く｡

6｡固定ボトムの固定ネジ(2カ所)を締め

付ける｡
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回フット側ボトムの組み付け
使用者に合わせて､ひざ曲げ位置の変更ができます｡ひざ曲げ位置の目安は､表1の通りです｡

工場出荷時は､表1の｢1｣の位置になっています｡

○ひざ曲げ位置の目安

※ひざ曲げ位置を変更する場合は手順1へ､

ひざ曲げ位置を変更しない場合は手順5へ

1.フット側ボトムを裏返して､サイドフレー

ムの上に置く｡

2｡曲げたい位置の調節ピン(金色)を1本抜

く｡ (調節ピンのクリップを抜き､調節

ピンを抜く)

※　ひざ曲げ位置は｢○ひざ曲げ位置の目

安｣の表1で確認する｡
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ヒンジ取付金具 �7H6(6y�H7ｸ6x8��

∴∵∴∴ 芦‥二一一 

固定ボトム 

ブ コ サイドフレ-A 鷲 

3｡抜いた調節ピンを空いている穴は差し込

む｡

調節ピンにクリップを差し込み､固定す

る｡

4｡反対側も同じ位置に弱節ピンを差し替え

る｡

5.フット側ボトムを表側lこする｡

6.フット側ボトムを斜めにする.

7　フット側ボトムの取付金具を固定ボトム

のヒンジに引っかける｡ (2カ所)

8.フット側ボトムをサイドフレームの上に

置く｡
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回パネルの組み付け

※パネルにヘッド側､フット側の区別はありません｡

1.パネルをボード固定部に組み付ける｡

(○印3カ所)

2.固定ネジをボード固定都の穴に入れ､矢

印の方向(こ回して､パネルを固定する｡

(2ヵ所)

お願い

パネルを上に引っはって､確実に固定されて

いることを確認してください｡

これで組み立ては終わりです｡動作を確認 

(18ページ参照)してくださいo 
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I. 侏(ｴRﾒﾂ謦ﾙ68ｾｨｧ估�yv底8�yu��ﾙ��68ﾉy69_�霹Rﾉ�r陂�62靄r閂�ﾉ+"�?�9ﾂﾂ�劔 � ���������｢�

Si e e � 鍔��� ��I: 冓 〇 亢Xﾊh���#h�ｸﾇ�����ﾊｩ?���ﾖﾆﾂ雍Yo&亦�

∴∴-∴∴∴∴∴∴:∴∴ �� 咾�H��"� �� 

′臼 

鰹f÷｢∵: 
ランプ 

ひざ上げ 劔��

背上げク､ヾ �� ��

○ 

レ/ �///// 

かかと上げ �� ��

i含EiS○○ 

V///// 

ベッド醗Li �� 

▲▼ 

1.電源プラグを交流100Vのコンセントに差

し込む｡

2.リモコンの各ボタンを押して､最低から最

高まで作動させ､周囲の突起物(家具など)

に当たらないことを確認する｡

(ボタン操作中は作動確認ランプが点灯

する)

各ボタン: ｢せ･ひざ｣の上げ下げ

｢かかと｣の上げ下げ

｢たかさ｣の上げ下げ

○かかとが上がった状態で背･ひざ上げを行ったとき

o 

a_/⇒〇°⇒＼( 

･かかとが上がった状態で背･ひざボ負ンの

㊧を押すと･かかとが水平位置まで下がり･
その後に背･ひざが上がります｡

○背･ひざが上がった状態でかがと上げを行ったとき

o 

＼(⇒〇°⇒〇°_/ 
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･背･ひざが上がった状態でかかとボタンの

㊨を押すと､背･ひざが水平まで下がり､
その後にかかとが上がります｡



＼

お願い

●リモコンやハーネスを踏んだり､はさまないでください｡

●ハーネスや部品を紛失しないように､外した部品を入れる箱を準備してから分解作業を始め

てください｡

●作業は必ず2人以上で行ってください｡

回取り外しの準備

/団 ��
〇一 

ti 

ヽ_一/ 

回パネルの取り外し

uIgo 固定ネジ ��逃俣ﾓﾓ｣ﾓﾓΕ｣ﾓﾓﾓｲv��r�

＼. ���
iiiiiiiiiiiiiiii 

詳｢＼ 

パネル?,三三..cR ○○ ..↑ ボード 

固定部 抱耳耳自?��

1.ベッドの高さを最も低くし､ボトムを水

平状態(こする｡

2｡電源プラグをコンセントから抜く｡

3｡寝ている人やマットレスの上にあるもの

を全て下ろす｡

1｡固定ネジを矢印方向に回して外す｡

(2カ所)

2.パネルを上に持ち上げて外す｡
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回ボトムの取り外し

ピン金具の切り濃 :÷ 侘Y.�6ﾈ5xﾌY.�7ｸ6x8��

A 

サイドフレーム ��ｨ爾抹������

ノ●

1.フット側ボトムを斜め上に起こして､フ

ット側ボトムの取付金臭をヒンジから外

す｡ (2ヵ所)

2.固定ボトムの固定ネジ(2カ所)をゆる

める｡

3｡固定ボトムを斜め上に起こし､サイドフ

レームのピンから金具を抜き､固定ボト

ムを外す｡
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)連結ピン(良) ��

-;-I-;-5--i--,--:I:---01些Z 一書 

∴. 
ヘッド側ボトム 

t←ヘッド側ボトム 

二. 
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4.ヘッド側ボトムの連結ピン(良)からクリッ

プを抜き(図①)､リトラクトフレームか

ら連結ピン(良)を抜く(図②)｡

(2ヵ所)

5,ヘッド側ボトムを矢印方向にずらして持ち

上げて外す｡



回ハーネスの取り外し

リモコンハーネス LFO//○ 

■÷露 

蛙勘 
昇降用ハーネスハーネス抜け止め 

(サイドフレーム内側) �6��ｸ6ﾈ5�4�8ｨ6(7b�

サイドフレーム ��
6i 

0 

QDL.. ��

∠星壁壁△ニ圭ス ��

違鰻用固定 《◎ �7892�

㊨ …璃 ���ﾖtﾉ?�耳耳耳爾ﾒﾚ"�用ハーネス 

)) 鋳�箞､ｲ�

ボード �� ��

ノ●

1｡ハーネス披け止めを矢印方向に引っはっ

て外し､リモコンハーネス､昇降用ハー

ネス(2カ所)をアクチュエータのコネク

タから抜く｡

お願い

上記以外のハーネスは抜かないでください｡

2.ハーネスクリップを抜Llて､サイドフレ
ームから昇降用ハーネスを外す｡

3.昇降用ハーネスを束ねてから､運搬用固

定ピンをボードに差し込み､ 900回す｡
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回アクチュエータの取り外し

アクチエエータアクチエエータブラケット 

｢十 
~～コⅤ 

白一一一一一一｢@ 

クリップ 

1 

○ ��′ジョイント ↓② 連語ピン(短) 

アクチエ工一食 

背上げシャフト 

祐二｢ 
漢-m腕-〟,"一°---〝i椅音 �� 

- 

･一一7｢◎ 

クリップロッド � 

吾串○ 

@+ 連結ピン(短) 

1.アクチュエータブラケットの連語ピン

(短)からクリップを抜き(図①)､連語ピ

ン(短)を抜いて(図②)､ジョイントを外

す｡

2｡一人がアクチュエータのロッドを支えた

状態で､もう一人が背上げシャフトの連

結ピン(短)からクリップを抜き(図①)､

連結ピン(短)を抜いて(図②)､ジョイン

トを外す｡
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- ��○ 

⑤ 

回リンクの取り外し

/ーヽ〆ーヽ ��

/i ��

管 �%X�ﾘﾛ���ｸ*�*�,h�8+�4���a 

背上げ　　　　　　　　　　　　　　かかと上げ

シャフト.-+, 一二二 

oLLaF『RF千住+ 

⑨サイドフレーム 

5｡アクチュエータを取り外す｡　ノ`

1.かかと上げアームを閉じてから､背上げ

アームを閉じる｡

※背上げアームを上側にしないと､フレー

ムからリンクが外れない場合があります｡

2｡リンクを閉じた状態で､かかと上げシャ

フト､背上げシャフトの順(こ持ち上げて､

サイドフレームからリンクを取り外す｡

※リンクを持ち上げたときに､背上げアー

ムが落ちないように注意してください｡
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回ボードとサイドフレームの取り外し　　　ノ･

1.ボードの固定ネジ(4ヵ所)を取り外す｡

2｡サイドフレームを持ち上げて取り外す｡

6回お
手ヤスタを使用されている場合は､サイドフ

レームを外すとボードが倒れるので､必ずボ
ードを支えながらサイドフレームを取り外し

てください｡

6回D
サイドフレームの矢印部分が曲がると､組み

付けにくくなりますので､運搬や組み付け時

は取り扱いに注意してくださLl｡

回ギヤスタ(別売品)の取り外し
(キヤスタを使っていない場合は､この作業は不要です)

oO 
● 

+ 
o ��ﾂ�

∴∴ よ ● ら ����

1.キヤスタに同梱のスパナ(サイズ18)で

ネジをゆるめ､キヤス女を取り外す｡
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アイシン精機株式会社

｢ジャストベルグランド｣の故障･修理に関するお問合せ･ご相談は､レンタルの方はレン

タル業者へ､お買い上げの方は販売店もしくは下記当社相談窓口までお願いいたします｡

アイシン精機株式会社
(相談窓口)

お客様相談室

〒 448-8650

愛知県刈谷市朝日町2丁目1番地

画面01 20-248640
受付時間/平日8:30-1 2:00 13:00-17:00

(年末年始･ゴールデンウイーク･夏季休暇は除く)

471-16020　05.10(2.5A)R/L


